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流
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花
流
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決
定

昭
和
二
七
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高
祖
大
師
七
百
回
大
遠
忌
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機
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「
梅
花
流
」
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を
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表

昭
和
四
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年  · · · · 

詠
道
課
設
立

昭
和
四
二
年  · · · · 「
お
誓
い
」
を
制
定

昭
和
四
五
年  · · · · 

梅
花
服
が
誕
生

昭
和
四
七
年  · · · · 

梅
花
流
創
立
二
十
周
年
記
念
奉
讃
大
会
を
日
本
武
道
館
で
開
催

昭
和
五
六
年  · · · · 

梅
花
新
聞
『
香
里
』
創
刊

平
成
十
四
年  · · · · 『
梅
花
流
創
立
五
十
周
年
記
念
奉
讃
御
和
讃
』
披
露

平
成
十
八
年  · · · · 『
ま
ご
こ
ろ
に
生
き
る
』
発
表

平
成
二
一
年  · · · · 「
ば
い
か
く
ん
」
デ
ビ
ュ
ー

令
和 

四 

年  · · · · · 

梅
花
流
創
立
七
十
周
年

一
、	

早は

春る

に
さ
き
が
け
　
咲
く
梅
を

	

佛
の
お
し
え
　
そ
の
ま
ま
と

	

詠う
た

い
き
た
り
て
　
幾い

く

年と
せ

か
	

今
日
を
迎
え
し
　
う
れ
し
さ
よ

二
、	

永な
が

き
栄
え
を
　
祈
り
て
は

	

唱
え
ま
つ
り
し
　
梅
花
流

	

鈴か

鉦ね

も
す
ず
や
か
　
ひ
び
く
な
か

	

三
帰
の
心
　
深
ま
り
ぬ

梅
花
流
創
立
記
念
奉
讃
御
和
讃

　
こ
の
曲
は
、
平
成
十
四
年
に
『
梅

花
流
創
立
五
十
周
年
記
念
奉
讃
御
和

讃
』
と
し
て
記
念
大
会
で
お
唱
え
さ

れ
ま
し
た
。

　
宮
城
県
栗
原
市
志
波
姫
の
長
興
寺

梅
花
講
、
伊
藤
定
子
さ
ん
（
当
時
一

級
教
範
）
の
作
詞
で
す
。
公
募
し
た

一
四
三
作
品
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
創
立
六
十
周
年
の
際
に
、
永
く
歌

い
継
が
れ
る
よ
う
に
と
「
ご
じ
ゅ
う

ね
ん
」
の
歌
詞
を
「
い
く
と
せ
か
」

に
変
え
、
タ
イ
ト
ル
も
変
更
し
て
お

唱
え
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、
平
成
十
五
年
に
正

詠
教
範
に
合
格
し
、
詠
道
を
全
う
し

ま
し
た
。
す
で
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た

が
、
梅
花
流
へ
の
思
い
は
こ
う
し
て

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。




